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田中仁幸家保管文書（C13-03） 

 

 右下写真は、現在調査中の田中家所蔵文書で確認された古文書です。ここから、元禄 9 年（1696）

2 月枚方村田中家が、現在も京都市南区上鳥羽に所在する実相寺から梵鐘を注文されたこと、鋳造

に際して田中家は現地で鋳込む出
で

職
しょく

で梵鐘を製作しようとしたこと、しかし三条釜座の鋳物師か

ら差し止めがあったこと、結果田中家は奉行所へ訴え出ようとしたことなどがわかります。 

 江戸時代、田中家が鋳造した梵鐘・半鐘などの撞
つき

鐘
がね

類は、在郷鋳物師として周辺の鋳物師に比し

て多く、かつ広範囲に分布したことが知られています。これまで、戦時中の供出で亡失したものも

含めて 70 口が確認されていますが、実相寺の梵鐘は知られていませんでした。左上写真は実相寺

梵鐘です。鐘銘には元禄 9 年 4 月 8 日の年月日と当時の住職の名の陽
よう

鋳
ちゅう

、他に多数の奉加者の名

とともに、冶工として三条釜座住人の名の陰
いん

刻
こく

がありました。訴訟の結果でしょうか、梵鐘は文書

作成の 2 ヶ月後、三条釜座の鋳物師の手によって鋳造されました。新しくなった実相寺の鐘楼で今

も大切にされている実相寺の梵鐘、田中家文書調査はその歴史的背景を明らかにしてくれます。 
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鋳
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